
 

令和４年度実施アンケート結果 

 

Ⅰ 県民 

 

 

 

 

 

問 25 あなたは、毎日の暮らしの中でどのようなエコアクションをしていますか。

【〇は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
毎日の暮らしの中でのエコアクションに取り組む人の割合は、96.6％であり、H28

（95.7％）、H25（97.2％）とほぼ同様の高い割合となった。 

 「自動車に頼りすぎず、電車やバスを利用する」といった利便性を犠牲にするよ

うなエコアクションは実践率が低い傾向にある。 

86.2%

70.5%

31.1%

29.6%

17.3%

15.5%

13.8%

11.6%

1.0%

1.0%

2.4%

69.6%

49.7%

45.6%

23.2%

18.9%

18.1%

2.8%

3.4%

0.9%

85.8%

46.6%

32.3%

16.7%

1.7%

1.9%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ごみの分別を行う

食べ残し、飲み残しをしないように心がける

冷暖房を控えるなどの節電をする

あるものを大切に使い、買うときは

本当に必要なものかどうかを考える

旬のものや地のものを選んで購入する

ペットなどの生きもの（動植物等）

を自然の中に放さない

エコラベルのついた製品・詰め替え製品・

リサイクル製品など環境に配慮した

日用品を選ぶ

自動車に頼りすぎず、電車やバスを利用する

その他

特にない

無回答

R4（n=1,575）

H28（n=1,610）

H25（n=1,578）

県政世論調査 

R４:1,575/3,000 者(52.5％)   R３:1,647/3,000 者(54.9％） 

H28:1,610/3,000 者(53.7％)   H25:1,578/3,000 者(52.6％） 
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問 26 一人一人が環境を大切に思う心を持ち、環境に配慮した行動へつなげていく

ためには、環境学習や環境保全活動に参加していくことが効果的です。 

あなたはこれまでに、どのような環境学習や環境保全活動に参加したことが

ありますか。【〇は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.4%

22.0%

9.4%

3.6%

3.2%

2.5%

2.3%

0.4%

17.5%

13.1%

7.6%

50.7%

25.3%

13.0%

6.4%

5.1%

6.5%

3.6%

1.1%

20.5%

10.7%

6.4%

44.8%

26.3%

14.7%

8.5%

9.9%

5.7%

7.3%

1.4%

20.4%

11.6%

2.0%

25.5%

24.2%

3.2%

2.0%

0.5%

39.4%

23.3%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

資源回収活動

地域や河川・海岸等の清掃活動

ごみ減量やエネルギー、自然など

環境について学べる施設の見学

環境イベント（SDGs イベントや

地域イベント等で環境を

扱っているものを含む）

自然観察会や自然保護活動

河川の汚れ、生きもの等の調査

環境学習講座

その他

参加したことはないが、

機会があれば参加したい

参加したことがないし、

参加したいとも思わない

無回答

R4（n=1,575）

R3（n=1,647）

H28（n=1,610）

H25（n=1,578）

 環境学習や環境保全活動に参加したことがある、又は機会があれば参加したいと

思っている人の割合は、79.3％であり、R3（82.9％）や H28（86.4％）よりもやや

減少している。 

 「資源回収活動」や「地域や河川・海岸等の清掃活動」などの地域のつながりに

よる活動への参加状況は比較的高い一方、自主的参加意欲を要する活動である「河

川の汚れ、生きもの等の調査」「環境学習講座」は低い水準であった。 

参考資料 



 

問 27 一人一人が日常生活において環境に配慮した取組を行うために、あなたは、家

族や友人等と共に、次のうちどれをしたことがありますか。【〇は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2%

23.6%

20.9%

16.8%

7.4%

0.3%

30.9%

4.1%

35.4%

28.9%

19.1%

20.7%

9.1%

1.2%

25.2%

2.7%

30.9%

14.3%

26.8%

5.7%

1.6%

42.8%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族や友人等で節電やごみ分別などを呼び掛け

合ったことがある

家族や友人等で自然が豊かなところに行き、自

然体験をしたことがある

学校や会社等で環境について学んだことを、家

族や友人等で話し合ったことがある

家族や友人等で環境に関するテレビや映画等を

見て、話し合ったことがある

家族や友人等で自然観察の催しや環境学習など

に参加したことがある

その他

実施したことがない

無回答

R4（n=1,575）

H28（n=1,610）

H25（n=1,578）

 家族や友人等で環境についての話し合いや環境活動への参加をした人の割合は、

65.0％であり、H28（72.1％）よりもやや減少している。 

 「学校や会社等で環境について学んだことを、家族や友人等で話し合ったことが

ある」については増加傾向にあった。 
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Ⅱ 事業者 

 

 

 

 

 

問１ 本県では、ＳＤＧｓに関する取組を推進するため、エコアクション 21 などの

マネジメントシステムの導入を促進していますが、貴社では、事業活動において

どのような環境負荷の低減に関する取組を実施しましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

参考 過去との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.8%

66.7%

63.0%

59.3%

59.3%

22.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境に配慮した製品、サービスの提供

製造・運搬時の省エネ・省資源化

持続可能性や安全性に配慮した

原料の調達

製造工程からの廃棄物を

減らす技術の採用

再生可能エネルギー、

カーボンフリー燃料の利用

その他

実施しなかった

R4(n=27)

100.0%

97.1%

93.8%

2.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4(n=27)

H28(n=69)

H25(n=64)

実施した 実施しなかった 

ＥＰＯＣ、名商エコクラブ 

R４:27/427 者(6.3％)  

H28:69/415 者(16.6％)   H25:64/386 者(16.6％） 

<その他>（抜粋） 

・ペーパーレス化の推進 

・クライアントへの SDGｓ取組推進につながる企画提案 

6.2% 



 

問２ ＳＤＧｓに関する取組を推進するために、環境と事業活動との関わりについて

社員の意識を高めることが重要と考えられています。 

貴社において、社員教育の中でどのように環境教育を実施しましたか。 

   なお、環境教育には、省エネや環境に配慮した製品づくりに関する教育も含み

ます。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.4%

59.3%

51.9%

40.7%

37.0%

7.4%

3.7%

56.5%

79.7%

56.5%

17.4%

29.0%

17.4%

0.0%

70.3%

62.5%

0.0%

12.5%

25.0%

21.9%

6.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社員が講師となって実施した

日々の業務を通じて実施した

外部の団体等が行う

セミナーや講演に参加した

eラーニングを実施した

外部講師を招聘して実施した

その他の方法で実施した

実施していない

R4(n=27)

H28(n=69)

H25(n=64)

<その他>（抜粋） 

・eco 検定取得の支援 
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問３ ＳＤＧｓに関する取組を推進するため、環境教育、植樹活動や地域の清掃活動、

地球温暖化対策に関する活動などの環境保全活動を実施する事業者が増えてい

ます。 

 貴社において、どのような環境教育や環境保全活動を実施しましたか。 

【○は複数可】 

  ※環境美化・環境保全活動・・・清掃活動、植樹活動、里山保全活動など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.2%

48.1%

33.3%

29.6%

25.9%

25.9%

22.2%

18.5%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

78.3%

47.8%

30.4%

30.4%

26.1%

11.6%

39.1%

15.9%

11.6%

4.3%

31.3%

15.6%

25.0%

10.9%

40.6%

21.9%

76.6%

45.3%

4.7%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境美化・環境保全活動

（社員のみが参加）

環境美化・環境保全活動

（地域住民なども参加）

工場等を利用した学習

自然体験・自然観察会

出前講座等の座学による環境教育

環境保全活動の場の提供

ブース出展・パネル展示

環境保全活動や環境教育

に対する経済的支援

地域の清掃活動

里山保全活動・植樹活動

その他

未実施

R4(n=27)

H28(n=69)

H25(n=64)

<その他>（抜粋） 

・「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」研究チームへの支援 



 

問４ 環境教育や環境保全活動を実施している事業者にお聞きします。 

環境教育や環境保全活動を実施する際、どのような主体と連携・協働して実施し

ましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.6%

37.0%

37.0%

33.3%

29.6%

29.6%

7.4%

7.4%

3.7%

3.7%

11.1%

14.8%

54.5%

45.5%

43.9%

22.7%

25.8%

18.2%

9.1%

9.1%

6.1%

10.6%

6.1%

63.8%

32.8%

43.1%

32.8%

8.6%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

行政（市町村・県）

事業者（企業）

地域住民

ＮＰＯ

小学校

大学

中学校

高等学校

幼稚園・保育所・認定こども園

特別支援学校

学校等

その他

連携・協働しなかった

R4(n=27)

H28(n=66)

H25(n=58)

<その他>（抜粋） 

・国の地方機関 

・森林組合 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・連携・協働のメリットが分かれば実施したい 

・社員の業務負担増とならない範囲でできる方策があ

れば実施したい 
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問５ 学校やＮＰＯ、行政などとの連携・協働により事業者が持つノウハウ、人材、

施設等をさらに環境教育に活かすことで、より実践的に実感を伴った環境教育の

実施につながることが期待されます。 

   事業者のこうした取組を推進していくうえで、愛知県はどのような施策に力を

入れるべきだと思いますか。【○は２つ】 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 貴社において実施している環境教育や環境保全活動で、力を入れている取組、

紹介したい事例がありましたら、御記入ください。【自由記載】 

 

 １４事例 

 

  

51.9%

29.6%

25.9%

25.9%

25.9%

3.7%

3.7%

68.1%

40.6%

30.4%

11.6%

23.2%

2.9%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

事業者やＮＰＯ等が行う連携・協働が可能な

環境保全活動や環境教育に関する情報の発信

連携・協働して環境教育を

行った事例の紹介

連携・協働による環境教育に

関する相談や調整

連携・協働による環境教育に

関する研修・講習会の実施

連携・協働して環境教育を

行った優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=27)

H28(n=69)

<その他>（抜粋） 

・事業者が参画しやすい環境教育の企画の提供 



 

Ⅲ ＮＰＯ 
 

 

 

 

 

問１ 多くのＮＰＯが、地域のリサイクル活動や自然保護活動などの環境保全活動や

自然観察会、水生生物調査、地球温暖化対策などの環境学習を実施し、地域の環

境に貢献しています。 
   貴団体では、どのような環境保全活動や環境学習を実施しましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境保全を図る活動を行う者 

R４:76/387 者(19.6％)   

H28:69/404 者(17.1％)   H25:91/427 者(21.3％) 

35.5%

27.6%

21.1%

21.1%

17.1%

14.5%

13.2%

10.5%

3.9%

22.4%

22.4%

42.0%

37.7%

30.4%

26.1%

21.7%

18.8%

21.7%

17.4%

1.4%

17.4%

11.6%

36.3%

44.0%

34.1%

27.5%

18.7%

15.4%

27.5%

16.5%

5.5%

16.5%

20.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自然体験・自然観察会

ブース出展・パネル展示

出前講座等の座学

地域の清掃活動

植樹活動

リサイクル活動

里山保全活動

環境保全活動の場の提供

工場などの施設を利用

その他

実施しなかった

R4(n=76)

H28(n=69)

H25(n=91)

<その他>（抜粋） 

・野菜の栽培          

・耕作放棄農地の再生と活用 

・竹林整備           

・海中清掃 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・コロナ感染対策のため活動をやめていた         

・環境に関する活動をしていない 

・防災・減災活動に注力しているため 
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問２ 参加者から好評であった環境保全活動や環境学習の内容及びその参加人数を

１事例ずつ御記入ください。 
 

区分 回答数 参加人数平均 中央値 

学校向け 20/59(33.9%) 259.9 58 

その他 41/59(69.5%) 107.7 35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 環境保全活動や環境学習を何回実施しましたか。 

 

【回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加人数】 

  

<学校向け>（抜粋） 

・蛍の環境整備と幼虫の放流（75 人） 

・食品ロス削減とフードバンク活動（50 人） 

 

<その他>（抜粋） 

・海の環境を学ぶ会（1065 人） 

・いきもの観察会や竹林整備（280 人） 

・植樹・自然観察会（150 人） 

・間伐材を利用したテーブル、椅子づくり（80 人） 

 

54.1%

55.6%

19.7%

16.7%

13.1%

11.1% 8.3%

3.3%

5.6%

9.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ28(n=61)

Ｈ25(n=72)

１～１０回 １１～２０回 ２１～５０回

５１～１００回 １０１回以上

21.3%

22.2%

37.7%

41.7%

16.4%

12.5%

4.9%

11.1%

1.6%

1.4%

4.9%

6.9%

13.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ28(n=61)

Ｈ25(n=72)

～100人 101～500人 501～1,000人 1,001～2,000人

2,001～3,000人 3,001人以上

不明 

不明 



 

問３ 環境保全活動や環境学習を実施する際、どのような主体と連携・協働して実施

しましたか。【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.2%

52.5%

32.2%

30.5%

28.8%

16.9%

15.3%

13.6%

10.2%

8.5%

15.3%

5.1%

55.7%

42.6%

36.1%

36.1%

36.1%

19.7%

11.5%

14.8%

13.1%

24.6%

6.6%

40.3%

36.1%

43.1%

45.8%

27.8%

9.7%

19.4%

9.7%

23.6%

11.1%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

行政（市町村・県）

地域住民

事業者（企業）

ＮＰＯ

小学校

幼稚園・保育所・認定こども園

中学校

高等学校

大学

特別支援学校

その他

連携・協働しなかった

R4(n=59)

H28(n=61)

H25(n=72)

<その他>（抜粋） 

・ロータリークラブ 

・寺院仏閣 

・商工会議所 

・観光協会        

・障がい者支援施設 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・児童クラブ員とその父兄で実施のため、特

に連携はしない。 
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問４ 学校や事業者、行政などとの連携・協働によりＮＰＯが持つノウハウ、人材、

施設等をさらに環境学習に活かすことで、より実践的に実感を伴った環境学習の

実施につながることが期待されます。 
   ＮＰＯのこうした取組を推進していくうえで、愛知県はどのような施策に力を

入れるべきだと思いますか。【○は２つ】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.5%

23.7%

21.1%

21.1%

3.9%

11.8%

13.2%

53.6%

27.5%

33.3%

24.6%

14.5%

7.2%

8.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

相談や調整

事例の紹介

研修・講習会の実施

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=76)

H28(n=69)

<その他>（抜粋） 

・場所の提供 

・補助金等の資金的支援 



 

問５ 環境学習を推進するためには、環境学習を受けたい人と環境学習を提供したい

人とをつなぎ、調整するコーディネーターの活用が有効です。 
   貴団体は、コーディネーターの役割（講師の派遣だけでなく、活動・学習内容

の調整を含む）を担ったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 貴団体が実施している環境保全活動や環境学習で、力を入れている取組、紹介

したい事例がありましたら、御記入ください。【自由記載】 
 

 ３６事例 

 

 

  

32.9%

42.0%

42.9%

65.8%

58.0%

57.1%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4(n=76)

H28(n=69)

H25(n=91)

ある ない 不明 
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Ⅳ 幼稚園・認定こども園 
 

 

 

 

 

問１ 幼児教育において自然体験は継続的に実施することが望ましいと考えられてい

ますが、貴園では自然体験をどのような場所で実施していますか。【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近隣の自然環境での実施頻度】 

 

 

  

 私立幼稚園、私立幼稚園型認定こども園、特別支援学校幼稚部 

R４:58/344 園(16.9％)   

H28:218/421 園(51.8％)   H25:119/421 園(28.3％） 

81.0%

67.2%

10.3%

24.1%

12.1%

86.2%

72.9%

32.6%

18.3%

2.3%

68.9%

72.3%

26.9%

8.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

園内の自然環境

近隣の自然環境

遠方の自然環境

その他

継続的に

実施していない

R4(n=58)

H28(n=218)

H25(n=119)

週４回以上, 0.0%

週４回以上, 1.3%

週４回以上, 1.2%

週２～３回程度, 0.0%

週２～３回程度, 1.3%

週２～３回程度, 0.0%

2.6%

3.8%

3.5%

12.8%

26.4%

36.0%

12.8%

9.4%

8.1%

20.5%

32.7%

34.9%

12.8%

14.5%

8.1%

38.5%

2.5%

2.3%

8.2%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4（n=39）

Ｈ28(n=159)

Ｈ25(n=86)

週４回以上 週２～３回程度 週１回程度

月１～２回程度 年６～８回程度 年３～５回程度

年１～２回程度 不定期 無回答 

<その他>（抜粋） 

・教室内での生物の飼育・観察    ・野菜収穫体験 



 

問２ 継続的な自然体験を実施したことで、幼児の行動や発言に変化はありましたか。 
 

 あった  ４８園 

 なかった  ３園 

 

 

 

 

 

<あった>（抜粋） 

・昆虫に興味を持つ、花が咲く、紅葉など自然の変化に興味を持つ 

・身近に触れた環境に生息する生きものに興味を持つようになった。また、生態系

に対する造詣を深める幼児が増えた。 

・虫を触ることができるようになった。季節の移り変わりを知ることができた。食

物を育て苦手な野菜でも食べられるようになった。 

・意欲的に図鑑で調べたり、水かけをして成長を楽しむ姿が見られるようになっ

た。且つ、優しい気持ちが、芽生えた。 

・植物の生長や生物の変化に気付くことが増えた。また、毎年繰り返し同じ体験や

題材を扱うことで、経験が積み重なっていき、過去と比べて気付いたことや分か

ったことを話すようになった。 
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問３ 教職員が環境教育や自然体験に関する研修に参加しましたか。【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加した研修の実施者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.2%

33.0%

22.7%

63.8%

67.0%

77.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4(n=58)

H28(n=218)

H25(n=119)

参加した 参加していない 

20.7%

3.4%

3.4%

0.0%

12.1%

63.8%

19.7%

13.8%

2.8%

6.9%

7.8%

67.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行政

事業者

大学など

環境ＮＰＯ等

その他

不参加

R4(n=58)

H28(n=218)

<その他>（抜粋） 

・私立幼稚園連盟 

・市の幼稚園連盟 

・系列の幼稚園での研修 

<不参加の理由>（抜粋） 

・時間の余裕がない 

・都合がつかなかった為 

・必要性を感じなかった 

・魅力的な環境教育や自然体験の研修が見つか

らなかった 

・自園の活動で十分 



 

問４ 環境教育や自然体験を実施する際、どのような主体と連携・協働して実施しま

したか。【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.0%

17.2%

10.3%

8.6%

6.9%

5.2%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

8.6%

39.7%

16.5%

19.7%

19.3%

10.1%

5.0%

2.8%

3.2%

0.5%

1.4%

8.7%

42.7%

16.8%

23.5%

19.3%

6.7%

13.4%

42.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

行政

地域住民

幼稚園・保育所・認定こども園

事業者

ＮＰＯ

大学

特別支援学校

小学校

中学校

高等学校

その他

連携・協働しなかった

R4(n=58)

H28(n=218)

H25(n=119)

<その他>（抜粋） 

・知り合いの畑の方         

・郵便局           

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・連携できる機関を見つけることができなかったため 

・園内で普段から行っていることで環境教育や自然体験

は十分と思います 

・園単独で実施           

9 

問５ 他の主体と連携・協働することで、より効果的で実感を伴った自然体験・環境

教育の実施につながることが期待されます。 
   こうした取組を推進していくうえで、愛知県はどのような施策に力を入れるべ

きだと思いますか。【○は２つ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.6%

37.9%

20.7%

19.0%

1.7%

6.9%

10.3%

17.9%

50.0%

31.2%

28.4%

4.6%

4.1%

11.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

事例の紹介

研修・講習会の実施

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=58)

H28(n=218)

<その他>（抜粋） 

・連携・協働して自然体験・環境教育を行う為の会場の設置・提供 

・園庭の環境改善に伴う補助費の増額 



 

問６ 貴園が実施している環境教育、自然体験、環境保全活動（ごみの分別、グリー

ンカーテン等）などで、力を入れている取組、紹介したい事例がありましたら、

御記入ください。【自由記載】 
 

１９事例 
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Ⅴ 学校 
 

 

 

 

 

問１ 環境教育は、地域の自然や社会を素材として活用し、人と環境の関わりを親し

みと実感を伴って学ぶことが大切です。 
   貴校は、どのような実体験を取り入れた環境教育を実施していますか。【○は複数可】 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 県内各学校（国立・名古屋市立を除く） 

小 R４:437/704 校(62.1％) H28:(78.7％) H25:(83.8％) 

中 R４:205/324 校(63.3％) H28:(77.3％) H25:(75.4％) 

76.0%

75.5%

68.6%

65.9%

50.8%

50.8%

29.5%

22.2%

1.8%

0.0%

87.8%

81.0%

67.2%

73.9%

57.1%

51.6%

36.0%

26.8%

3.4%

0.0%

85.3%

65.1%

60.9%

64.3%

52.9%

51.4%

32.4%

3.5%

0.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

下水、ごみ処理施設、

工場

校区内の自然

校内の施設

清掃活動・

リサイクル活動

地域の農業や

伝統・文化

科学館・博物館

遠方の自然

科学実験

その他

実施しなかった

R4(n=437)

H28(n=564)

H25(n=599)

76.6%

48.3%

28.8%

26.3%

18.0%

16.1%

15.6%

2.0%

1.5%

1.5%

87.8%

54.1%

34.5%

26.3%

21.2%

25.1%

20.8%

4.3%

3.1%

0.4%

65.8%

33.1%

26.2%

24.7%

22.1%

17.9%

4.6%

6.5%

8.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

清掃活動・

リサイクル活動

校内の施設

校区内の自然

遠方の自然

科学実験

地域の農業や

伝統・文化

科学館・博物館

下水、ごみ処理施設、

工場

その他

実施しなかった

R4(n=205)

H28(n=255)

H25(n=263)

<その他>（抜粋） 

・環境学習にとりくむ企業の協力 

・野鳥観察、緑の少年団の活動 

<その他>（抜粋） 

・ゲンジボタルの保護活動 

・菜の花プロジェクト 
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【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 県内各学校（国立・名古屋市立を除く） 

高 R４:128/206 校(62.1％) H28:(72.3％) H25:(87.8％) 

特支 R４: 31/ 36 校(86.1％) H28:(87.9％) H25:(89.7％) 

66.4%

33.6%

28.1%

21.9%

20.3%

18.0%

13.3%

6.3%

7.8%

7.8%

79.9%

44.3%

30.2%

24.2%

14.1%

14.8%

13.4%

6.7%

2.0%

5.4%

44.4%

33.3%

22.2%

0.0%

11.1%

15.0%

12.8%

2.8%

10.6%

26.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

清掃活動・

リサイクル活動

校内の施設

校区内の自然

科学実験

地域の農業や

伝統・文化

科学館・博物館

遠方の自然

下水、ごみ処理施設、

工場

その他

実施しなかった

R4(n=128)

H28(n=149)

H25(n=180)

63.6%

48.1%

44.2%

37.7%

16.9%

14.3%

14.3%

9.1%

6.5%

1.3%

82.1%

62.7%

49.3%

49.3%

29.9%

28.4%

17.9%

10.4%

3.0%

0.0%

65.4%

61.5%

57.7%

34.6%

23.1%

46.2%

34.6%

0.0%

7.7%

3.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

清掃活動・

リサイクル活動

校内の施設

校区内の自然

科学館・博物館

遠方の自然

下水、ごみ処理施設、

工場

地域の農業や

伝統・文化

科学実験

その他

実施しなかった

R4(n=77)

H28(n=67)

H25(n=26)

<その他>（抜粋） 

・SDGS を推進する企業との連携 

・都市型養蜂 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・他にやりたいことがあり、時間がないから 

<その他>（抜粋） 

・竹害から山を守るために竹を使った

製品作り、間伐材を使った製品作り 



 

問２ 環境教育をより推進するために、環境教育に関する教員向けの研修等が様々な

場面で実施されることが期待されています。 
   貴校の教職員は、どのような環境教育に関する研修等に参加しましたか。 

【○は複数可】 

 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

  

36.6%

22.4%

6.6%

4.6%

2.1%

2.7%

38.4%

34.4%

29.6%

6.2%

6.9%

1.8%

2.0%

39.7%

19.9%

2.8%

4.5%

2.3%

11.5%

3.0%

65.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

市町村、県、国

教員の研究会等

環境ＮＰＯ

事業者

大学など研究機関

採用5・10年目研修

その他

参加しなかった

R4(n=437)

H28(n=564)

H25(n=599)

31.2%

25.9%

5.9%

2.0%

1.5%

0.0%

1.0%

41.5%

29.4%

29.4%

3.5%

3.9%

1.6%

0.0%

3.1%

40.8%

20.2%

0.0%

1.5%

1.9%

3.4%

15.2%

3.8%

63.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

市町村、県、国

教員の研究会等

事業者

環境ＮＰＯ

大学など研究機関

採用5・10年目研修

その他

参加しなかった

R4(n=205)

H28(n=255)

H25(n=263)

<その他>（抜粋） 

・地域の方が行う環境教育の会に参加 

・校内職員による現職研修 

 

<参加しなかった理由>（抜粋） 

・研修会に参加できる余裕がなかった 

・他分野の研修へ参加したため 

・環境教育について、周知がなされていな

かったから 

<参加しなかった理由>（抜粋） 

・時間的な余裕がない 

・どのような研修があるか、知らなかった

ため 

・必要があるとは感じなかった 
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【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.8%

21.1%

10.2%

9.4%

3.9%

0.0%

2.3%

43.0%

34.9%

17.4%

3.4%

10.7%

8.1%

0.0%

6.0%

35.6%

0.0%

6.1%

5.0%

5.0%

5.6%

14.4%

7.8%

67.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

教員の研究会等

市町村、県、国

事業者

大学など研究機関

環境ＮＰＯ

採用5・10年目研修

その他

参加しなかった

R4(n=128)

H28(n=149)

H25(n=180)

16.9%

9.1%

3.9%

1.3%

0.0%

14.3%

61.0%

10.4%

20.9%

1.5%

0.0%

1.5%

3.0%

67.2%

23.1%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

23.1%

3.8%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

市町村、県、国

教員の研究会等

事業者

環境ＮＰＯ

大学など研究機関

採用5・10年目研修

その他

参加しなかった

R4(n=77)

H28(n=67)

H25(n=26)

<その他>（抜粋） 

・JICA 主催の研修 

 

 

<参加しなかった理由>（抜粋） 

・希望者がいなかった 

・多忙のため 

・本校にとって適切なものがなかった 

<その他>（抜粋） 

・e ラーニング 

・ユネスコスクール関係機関主催の研修 

 

<参加しなかった理由>（抜粋） 

・研修の機会がなかった 

・研修内容が本校児童生徒の実態に合わ

なかったため 

・都合がつかなかったため 



 

問３ ＳＤＧｓの実現に向けて、「持続可能な社会の創り手」の育成が大切です。 
   貴校においては、次のどの教科でＳＤＧｓの視点を導入していますか。 

【○は複数可】 

 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

95.0%

80.3%

60.0%

48.3%

47.8%

40.0%

36.4%

24.5%

13.7%

9.6%

9.2%

5.5%

3.9%

0.2%

92.6%

68.4%

55.5%

49.5%

34.0%

19.7%

21.5%

14.4%

7.8%

4.3%

5.5%

3.9%

3.5%

2.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

総合的な学習

社会

理科

生活科

授業時間外

技術・家庭科

道徳

国語

図画工作・美術

外国語

保健・体育

算数・数学

音楽

導入しなかった

R4(n=437)

H28(n=564)

80.5%

74.1%

63.9%

57.1%

50.7%

45.9%

28.3%

27.3%

26.8%

20.5%

13.7%

12.7%

1.0%

0.0%

63.5%

49.0%

55.3%

40.0%

52.9%

18.0%

8.2%

11.0%

10.2%

5.9%

3.1%

4.3%

0.4%

3.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

総合的な学習

社会

理科

技術・家庭科

授業時間外

道徳

外国語

国語

保健・体育

図画工作・美術

音楽

算数・数学

生活科

導入しなかった

R4(n=205)

H28(n=255)
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【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.5%

48.4%

43.8%

41.4%

33.6%

29.7%

19.5%

14.1%

3.9%

3.1%

2.3%

0.8%

0.8%

1.6%

1.6%

46.3%

39.6%

61.7%

27.5%

49.0%

12.8%

23.5%

9.4%

1.3%

2.7%

5.4%

1.3%

1.3%

9.4%

0.0% 50.0% 100.0%

総合的な学習

社会

理科

技術・家庭科

授業時間外

外国語

保健・体育

国語

図画工作・美術

音楽

算数・数学

生活科

道徳

商業

導入しなかった

R4(n=128)

H28(n=149)

67.5%

46.8%

42.9%

41.6%

37.7%

31.2%

24.7%

13.0%

9.1%

7.8%

3.9%

0.0%

0.0%

2.6%

50.7%

34.3%

41.8%

20.9%

38.8%

4.5%

22.4%

7.5%

7.5%

3.0%

6.0%

3.0%

0.0%

14.9%

0.0% 50.0% 100.0%

総合的な学習

社会

授業時間外

技術・家庭科

理科

道徳

生活科

国語

保健・体育

図画工作・美術

外国語

音楽

算数・数学

導入しなかった

R4(n=77)

H28(n=67)

<導入しなかった理由>（抜粋） 

・環境教育を特に推進していないため 

<導入しなかった理由>（抜粋） 

・SDGs に関しての話し合いがまだ行われ

ていない 



 

問４ 総合的な学習（探究）の時間等の授業において、どのような環境の視点を導入

しましたか。【○は複数可】 
 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

  

87.6%

61.1%

57.7%

51.3%

4.3%

1.1%

82.6%

55.1%

44.9%

47.5%

6.2%

0.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ごみ・資源循環

環境汚染

地球温暖化

生物多様性

その他

導入しなかった

R4(n=437)

H28(n=564)

73.2%

45.4%

41.5%

39.5%

7.3%

11.2%

58.8%

23.1%

26.7%

22.4%

8.2%

22.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ごみ・資源循環

環境汚染

生物多様性

地球温暖化

その他

導入しなかった

R4(n=205)

H28(n=255)

65.6%

45.3%

44.5%

42.2%

14.1%

18.0%

44.3%

34.9%

30.9%

26.8%

9.4%

31.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ごみ・資源循環

生物多様性

環境汚染

地球温暖化

その他

導入しなかった

R4(n=128)

H28(n=149)

68.8%

26.0%

28.6%

11.7%

14.3%

19.5%

59.7%

19.4%

16.4%

14.9%

1.5%

28.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ごみ・資源循環

地球温暖化

環境汚染

生物多様性

その他

導入しなかった

R4(n=77)

H28(n=67)

・地域の自然環境 
・食品ロス など 

・自然災害 
・森林保全 など 

・エネルギー 
・エシカル消費 

 など 

・食料の地産地消 
 など 
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問５ 環境教育に関する情報を収集する際、どのような情報源を活用しましたか。 
【○は複数可】 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.6%

59.3%

43.5%

25.9%

18.5%

12.1%

11.2%

0.0%

56.9%

67.7%

51.2%

30.9%

19.1%

16.0%

12.4%

0.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

インターネット

環境学習施設等

市町村や県の

環境課

校内の回覧文書

他の教職員

地域のＮＰＯ

その他

活用していない

R4(n=437)

H28(n=564)

94.6%

23.4%

23.4%

22.4%

16.1%

10.2%

8.3%

1.5%

60.0%

34.1%

23.9%

21.2%

18.4%

6.3%

10.6%

3.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

インターネット

校内の回覧文書

環境学習施設等

市町村や県の

環境課

他の教職員

地域のＮＰＯ

その他

活用していない

R4(n=205)

H28(n=255)

86.7%

24.2%

22.7%

20.3%

19.5%

17.2%

14.8%

7.0%

59.7%

18.8%

26.2%

15.4%

25.5%

11.4%

8.7%

8.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

インターネット

市町村や県の

環境課

環境学習施設等

他の教職員

校内の回覧文書

地域のＮＰＯ

その他

活用していない

R4(n=128)

H28(n=149)

88.3%

29.9%

26.0%

22.1%

6.5%

2.6%

14.3%

5.2%

76.1%

13.4%

40.3%

10.4%

1.5%

11.9%

6.0%

4.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

インターネット

校内の回覧文書

環境学習施設等

他の教職員

地域のＮＰＯ

市町村や県の

環境課

その他

活用していない

R4(n=77）

H28(n=67)

・環境学習副読本 
・図書、新聞 

 など 

・外部講師 
・書籍、新聞 

 など 

・地域の企業 
・書籍、新聞 

 など 

・図書、新聞 
 など 



 

問６ 学習指導要領では「社会に開かれた教育課程の実現」が求められています。 
環境教育や環境保全活動を実施する際、どのような主体と連携・協働して実

施しましたか。【○は複数可】 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.8%

59.0%

26.3%

16.0%

10.5%

5.9%

4.1%

2.7%

2.3%

0.2%

1.8%

2.5%

71.6%

66.3%

30.3%

16.7%

6.4%

4.4%

1.4%

2.7%

1.8%

5.7%

3.2%

73.6%

40.7%

29.5%

33.7%

3.2%

4.3%

12.5%

0.0% 50.0% 100.0%

地域住民

行政（市町村・県）

事業者（企業）

ＮＰＯ

小学校

中学校

大学

幼稚園等

高等学校

特別支援学校

その他

連携・協働

しなかった

R4(n=437)

H28(n=564)

H25(n=599)

73.7%

32.7%

25.9%

14.1%

9.3%

7.3%

4.9%

4.4%

3.9%

0.5%

2.0%

7.8%

69.8%

32.9%

18.8%

12.5%

9.4%

4.3%

1.6%

2.7%

2.7%

4.3%

10.6%

71.5%

11.8%

14.1%

0.0%

17.1%

0.0%

0.0%

0.0%

4.6%

0.4%

24.7%

0.0% 50.0% 100.0%

地域住民

行政（市町村・県）

事業者（企業）

小学校

ＮＰＯ

中学校

高等学校

幼稚園等

大学

特別支援学校

その他

連携・協働

しなかった

R4(n=205)

H28(n=255)

H25(n=263)

<その他>（抜粋） 

・ロータリークラブ 

・漁協 

 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・特に必要性を感じなかった 

<その他>（抜粋） 

・地域の林業クラブ 

・科学館、動植物園等 

 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・必要ないと思ったから 
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【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.9%

33.6%

29.7%

22.7%

18.0%

7.0%

7.0%

5.5%

4.7%

1.6%

2.3%

17.2%

38.9%

19.5%

32.9%

14.8%

17.4%

4.7%

9.4%

3.4%

4.0%

4.0%

22.8%

7.8%

12.2%

37.8%

15.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

47.2%

0.0% 50.0% 100.0%

行政（市町村・県）

事業者（企業）

地域住民

ＮＰＯ

大学

小学校

高等学校

幼稚園等

中学校

特別支援学校

その他

連携・協働

しなかった

R4(n=128)

H28(n=149)

H25(n=180)

42.9%

18.2%

18.2%

9.1%

6.5%

5.2%

2.6%

1.3%

0.0%

3.9%

10.4%

18.2%

26.9%

22.4%

11.9%

3.0%

7.5%

4.5%

7.5%

6.0%

0.0%

9.0%

38.8%

46.2%

3.8%

23.1%

0.0%

0.0%

23.1%

0.0%

3.8%

0.0%

30.8%

0.0% 50.0% 100.0%

地域住民

行政（市町村・県）

事業者（企業）

高等学校

中学校

ＮＰＯ

小学校

大学

幼稚園等

特別支援学校

その他

連携・協働

しなかった

R4(n=77)

H28(n=67)

H25(n=26)

<その他>（抜粋） 

・海外の機関 

 

 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・活動内容が必ずしも連携を必須とする

ものでは無いため 

<その他>（抜粋） 

・地域の環境学習施設 

・郵便局 

 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・機会がなかった 



 

問７ 社会に開かれた教育課程の実現に向けて、他の主体と連携・協働することで、

より効果的で実感を伴った環境教育の実施につながることが期待されます。 
   こうした取組を推進していくうえで、愛知県はどのような施策に力を入れるべ

きだと思いますか。【○は２つ】 

 

【小学校】               【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高等学校】              【特別支援学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.5%

43.6%

27.1%

34.4%

1.1%

0.5%

1.6%

71.3%

46.1%

30.1%

29.6%

1.8%

1.1%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

事例の紹介

研修・講習会

の実施

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=436)

Ｈ28(n=564)

64.9%

48.3%

28.8%

23.9%

2.0%

1.5%

3.9%

60.8%

46.7%

25.9%

23.1%

2.7%

1.6%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

事例の紹介

研修・講習会

の実施

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=205)

H28(n=255)

46.9%

41.4%

40.6%

28.9%

7.8%

2.3%

4.7%

47.0%

39.6%

51.0%

10.1%

5.4%

2.7%

7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

研修・講習会

の実施

事例の紹介

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=128)

H28(n=149)

61.0%

57.1%

24.7%

10.4%

0.0%

7.8%

3.9%

52.2%

71.6%

37.3%

16.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

事例の紹介

情報の発信

研修・講習会

の実施

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=77)

H28(n=67)

・余裕を持って環境教育が
できる授業時間数の確保 

など 

・環境の専門的な知
識をもつ講師の学
校への派遣 など 

・取組を行う上で
の勤務の調整 

 など 

・広くユニバーサルな
形式での周知・配布 

    など 
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問８ 貴校が実施している環境教育や環境保全活動で、力を入れている取組、紹介し

たい事例がありましたら、御記入ください。【自由記載】 
 

  回答合計  １４５事例 

 

小学校    ７２事例 

 中学校    ３５事例 

 高等学校   ２９事例 

 特別支援学校  ９事例 

 

 

 

  



 

Ⅵ 大学 
 

 

 

 

 

問１ 貴大学において、環境保全・環境教育やＥＳＤに関する研究や講座、イベント

等を実施しましたか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 別添様式に、環境に関する研究・講座・イベントを記入し、添付してください。 
（１）研究 
   貴大学で実施した環境に関する研究を御記入ください。 

   ４８事例 

 

（２）講座（非公開） 
   貴大学の学生を対象とした環境に関する講座を御記入ください。 

   １２４事例 

 

（３）講座・イベント 
   貴大学で実施した学外の方を対象とした環境に関する講座・イベントを御記入

ください。 

   ８２事例 

  

 県内各大学（短期大学を含む） 

R４:39/71 校(54.9％) 

H28:39/65 校(60.0％)   H25:58/72 校(80.6％) 

71.8%

51.3%

48.3%

28.2%

48.7%

51.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4(n=39)

H28(n=39)

H25(n=58)

実施した 実施しなかった 
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問３ 貴大学における教員養成に係るカリキュラムにおいて、環境教育の指導方法を

教授するような授業を実施しましたか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.3%

15.0%

19.0%

42.9%

55.0%

60.3%

17.9%

30.0%

20.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R4(n=28)

H28(n=20)

H25(n=58)

実施しなかった 教員養成に係るカリキュラムがない実施した 



 

問４ 大学での教育や研究の成果を地域に還元する際に、どのような主体と連携・協

働して実施しましたか。【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.3%

67.9%

46.4%

35.7%

32.1%

25.0%

21.4%

21.4%

21.4%

14.3%

7.1%

10.7%

60.0%

30.0%

20.0%

10.0%

30.0%

10.0%

25.0%

5.0%

5.0%

15.0%

15.0%

60.7%

17.9%

28.6%

14.3%

39.3%

7.1%

25.0%

10.7%

14.3%

10.7%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行政（市町村・県）

事業者（企業）

大学

高等学校

ＮＰＯ

小学校

地域住民

中学校

幼稚園・保育所・認定こども園

特別支援学校

その他

連携・協働しなかった

R4(n=28)

H28(n=20)

H25(n=28)

<その他>（抜粋） 

・研究所 

・地域薬剤師会 

 

<連携・協働しなかった理由>（抜粋） 

・教養あるいは啓蒙的に位置づけられる正課科目であり、学外組織との連携のため

の整備が整っていなかったため 
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問５ 環境教育を実施するうえで、大学は自身のノウハウや人材を地域、事業者、学

校等で行われる環境教育に活用し、より発展的な学習にすることが期待されます。 
   こうした取組を推進していくうえで、愛知県はどのような施策に力を入れるべ

きだと思いますか。【○は２つ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 貴大学が実施している環境教育や環境保全活動で、力を入れている取組、紹介

したい事例がありましたら、御記入ください。【自由記載】 
 

  １３事例 

 

 

 

 

  

53.8%

46.2%

30.8%

17.9%

12.8%

7.7%

5.1%

53.8%

23.1%

38.5%

17.9%

15.4%

2.6%

10.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報の発信

事例の紹介

研修・講習会の実施

相談や調整

優良事例の表彰

その他

特にない

R4(n=39)

H28(n=39)

<その他>（抜粋） 

・取組に対しての助成 

・環境に関する取組をしている大学や研究室と需要がありそうな地域との仲立ち 



 

Ⅶ ＰＴＡ 

 

 

 

 

 

※義務教育学校、公立小学校・中学校、私立中学校・高等学校 

 

問１ ＰＴＡの活動として、貴団体が取り組んでいることは何ですか。【〇は複数可】 
 

 

 

  

全体：689/1,588（43.4％） 

幼稚園等：20/336 園(6.0％)     小学校：377/697 校(54.1％) 

中学校：157/314 校(50.0％)     高等学校：106/203 校(52.2％) 

特別支援学校：25/33 校(75.8％)   その他※:4/5 校（80％） 

65.0%

20.0%

15.0%

40.0%

5.0%

50.0%

0.0%

0.0%

15.0%

95.8%

82.5%

76.4%

48.8%

18.3%

15.4%

2.1%

16.7%

0.3%

95.5%

71.3%

73.2%

58.0%

11.5%

8.3%

2.5%

13.4%

0.6%

50.0%

67.9%

58.5%

65.1%

12.3%

15.1%

0.0%

13.2%

8.5%

60.0%

12.0%

64.0%

64.0%

36.0%

12.0%

0.0%

52.0%

4.0%

100.0%

0.0%

25.0%

75.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境の保全・美化

防犯・交通安全

広報活動

親睦・交流行事

防災

お祭り・伝統行事

環境に関する講演会

その他

実施しなかった

幼稚園等

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

その他

<その他>（抜粋） 

・あいさつ運動 

・講演会 

・学校保健委員会への参加 

 

全体 86.5％ 

全体 72.9％ 

全体 70.4％ 

全体 53.8％ 

全体 16.0％ 

全体 14.7％ 

全体 1.7％ 

全体 16.1％ 

全体 2.2％ 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・コロナ禍により活動を自粛している 
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問２ （１）～（３）のそれぞれについて、どのような主体と連携・協働して実施し

ましたか。※幼稚園～特別支援学校については、貴団体を構成している主体であ

る場合も含みます。 
（１）地域のリサイクル活動、自然保護活動、地球温暖化対策に関する活動など

の環境保全活動【〇は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

35.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

17.6%

35.3%

69.9%

63.6%

3.2%

10.9%

8.5%

0.5%

1.3%

1.1%

0.0%

0.8%

0.5%

1.3%

13.3%

67.3%

10.9%

54.5%

9.0%

4.5%

0.6%

1.3%

1.9%

0.0%

0.0%

0.6%

1.3%

14.1%

14.4%

1.0%

2.1%

4.1%

0.0%

25.8%

1.0%

0.0%

1.0%

0.0%

1.0%

3.1%

62.9%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

0.0%

4.2%

29.2%

0.0%

0.0%

4.2%

54.2%

25.0%

25.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

地域住民

小学校

中学校

行政（市町村・県）

事業者（企業）

高等学校

幼稚園・保育所・認定こども園

ＮＰＯ

特別支援学校

大学

その他

連携・協働しなかった

実施しなかった

幼稚園等

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

その他

全体 57.4％ 

全体 38.3％ 

全体 14.8％ 

全体 5.9％ 

全体 4.2％ 

全体 2.1％ 

全体 1.3％ 

全体 1.2％ 

全体 0.4％ 

全体 8.8％ 

全体 0.6％ 

全体 2.1％ 

全体 22.8％ 

・愛知県地球温暖化防止活動推進員 
・商工会         など 

・単独組織で実施可能な内容のため 
              など 

・従来から実施していないため 
・コロナ禍で活動を中止  など 



 

問２（２） 地域の清掃活動や草取りなどの環境美化活動【○は複数可】 
 

 

 

 

 

  

11.8%

0.0%

0.0%

5.9%

5.9%

35.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.8%

41.2%

59.8%

56.4%

4.0%

5.3%

0.8%

0.5%

0.0%

0.5%

0.8%

0.3%

0.0%

3.2%

20.7%

53.2%

9.6%

49.4%

7.1%

1.3%

0.0%

0.0%

1.9%

1.3%

0.6%

0.0%

1.3%

24.4%

10.3%

1.0%

1.0%

5.2%

27.8%

1.0%

1.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.2%

61.9%

8.3%

4.2%

4.2%

0.0%

4.2%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.2%

54.2%

75.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

地域住民

小学校

中学校

行政（市町村・県）

高等学校

幼稚園・保育所・認定こども園

特別支援学校

その他

事業者（企業）

ＮＰＯ

大学

連携・協働しなかった

実施しなかった

幼稚園等

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

その他

全体 48.2％ 

全体 34.3％ 

全体 14.2％ 

全体 5.0％ 

全体 1.5％ 

全体 1.0％ 

全体 0.9％ 

全体 0.7％ 

全体 0.3％ 

全体 5.5％ 

全体 0.0％ 

全体 3.3％ 

全体 29.2％ 

・校区青少年健全育成推進協議会 
・学区総代会       など 

・校内行事として行った 
・コロナ禍のため など 

・PTA 活動としては実施していない 
・コロナ禍のため      など 
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問２（３） フードドライブ等の環境に関する活動【○は複数可】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

0.0%

5.9%

11.8%

76.5%

8.8%

9.6%

0.0%

1.9%

0.0%

1.1%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

81.1%

6.4%

0.6%

9.6%

3.8%

0.0%

0.6%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

1.3%

81.4%

3.1%

0.0%

0.0%

0.0%

7.2%

1.0%

2.1%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

2.1%

87.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

0.0%

0.0%

4.2%

4.2%

83.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域住民

小学校

中学校

行政（市町村・県）

高等学校

ＮＰＯ

事業者（企業）

特別支援学校

幼稚園・保育所・認定こども園

大学

その他

連携・協働しなかった

実施しなかった

幼稚園等

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

その他

全体 6.8％ 

全体 5.5％ 

全体 2.2％ 

全体 1.0％ 

全体 1.0％ 

全体 0.7％ 

全体 0.3％ 

全体 0.1％ 

全体 0.0％ 

全体 1.9％ 

全体 0.6％ 

全体 3.3％ 

全体 81.9％ 

・各家庭 
  など 

・連携・協働を必要としなかった など 

・活動計画にない 
・食料品を扱うのはハードルが高い など 



 

問３ 貴団体が実施している環境保全活動（リサイクル活動、自然保護活動、地球温

暖化対策に関する活動等）や環境美化活動（清掃活動、草取り等）で、力を入れ

ている取組、紹介したい事例がありましたら、御記入ください。【自由記載】 
 

 

  回答合計  １３６事例 

 

   幼稚園等    ２事例 

   小学校    ７８事例 

   中学校    ３６事例 

   高等学校   １２事例 

   特別支援学校  ６事例 

   その他     ２事例 

 

  

21 

Ⅷ 市町村 

 

 

 

 

 

問１ 貴市町村は、地球温暖化対策を始めとする様々な環境対策を進めるため、地域

においてどのような環境学習や指導者の育成を実施しましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・ボランティア養成講座 

・アカウミガメ実態調査員養成講座、小学４、５年生向けの社会科資料集作成及び

配布 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・人員不足 

回答 

R４:54/54 市町村(100％) H28:54/54 市町村(100％) 

H27:54/54 市町村(100％) H26:54/54 市町村(100％） H25:54/54 市町村(100％) 

72.2%

70.4%

66.7%

55.6%

51.9%

46.3%

38.9%

7.4%

5.6%

11.1%

1.9%

59.3%

64.8%

61.1%

38.9%

57.4%

44.4%

38.9%

14.8%

1.9%

1.9%

5.6%

13.0%

1.9%

74.1%

25.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境学習講座・講習会

環境美化活動

自然観察会などの体験学習

環境保全活動

水質や生態系などの調査活動

施設見学を用いた環境学習

環境に関するフォーラム・

講演・イベント

環境学習指導者研修

コーディネーター等の養成講座

その他

実施しなかった

R4(n=54)

H28(n=54)

H25(n=54)



 

問２ 貴市町村は、職員に対してどのように環境学習を実施しましたか。 

【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・定期的に通知を発出した 

・温室効果ガスについての掲示物の配布 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・人員不足 

・時間に余裕がない 

・要望がなかったため 

・幸田町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）により各課に対し幸田町が取り組

む環境政策をすでに共有しているため。 

53.7%

29.6%

25.9%

20.4%

5.6%

5.6%

20.4%

61.1%

16.7%

13.0%

25.9%

3.7%

7.4%

14.8%

14.8%

27.8%

1.9%

13.0%

59.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

日々の業務を通して実施した

外部講師を招聘して実施した

職員が講師となって実施した

外部の団体などが行う

セミナーや講演に参加した

eラーニングを実施した

その他

実施しなかった

R4(n=54)

H28(n=54)

H25(n=54)
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問３ 環境学習を実施する際、環境部局のみならず、農林水産、学校教育、生涯学習、

地域振興、国際交流等を所管する他部局と協力しましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・文化財        ・防災（市民安全課）     ・スポーツ振興課 

・子育て支援課     ・上下水道局 

 

<協力しなかった理由>（抜粋） 

・必要がなかったため 

・町が行う環境共育講座は地域住民等が対象で、知多自然観察会や地元のＮＰＯな

どと協力して行うため、他部署との連携は特にありません。 

・人員不足 

・協力する事業がなかったため 

57.4%

42.6%

27.8%

14.8%

13.0%

9.3%

5.6%

5.6%

9.3%

14.8%

51.9%

33.3%

22.2%

0.0%

5.6%

18.5%

5.6%

1.9%

9.3%

14.8%

14.8%

13.0%

16.7%

1.9%

3.7%

9.3%

9.3%

3.7%

9.3%

51.9%

20.4%

7.4%

9.3%

3.7%

3.7%

16.7%

3.7%

3.7%

9.3%

53.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

学校教育

生涯学習

建設

企画

地域振興、観光

農林水産

健康、福祉

国際交流

その他

協力しなかった

R4(n=54)

H28(n=54)

H27(n=54)

H26(n=54)



 

問４（１） どのような主体に対し、環境学習を行いましたか。【○は複数可】 

   （環境学習の例）環境学習講座・研修会、調査、体験学習 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・放課後子ども教室 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・人員不足 

87.0%

77.8%

31.5%

29.6%

18.5%

13.0%

11.1%

11.1%

11.1%

9.3%

3.7%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小学校

地域住民

中学校

幼稚園・保育所・認定こども園

事業者（企業）

大学

行政（市町村・県）

高等学校

特別支援学校

ＮＰＯ

その他

実施しなかった

R4(n=54)
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問４（２） （１）を実施する際、どのような主体と連携・協働しましたか。【○は複数可】 

   （環境学習の例）環境学習講座・研修会、調査、体験学習 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・愛知県食品衛生協会、５３０運動環境協議会 

・半田こどもエコクラブ 

・キャンプカウンセラーサークル、都市緑化植物園みどりの相談所相談員 

・自然観察会 

・ごみ減量化等推進協議会、国（庄内川河川事務所） 

 

<連携・協働しなかった>（抜粋） 

・独自での実施 

・必要がなかった 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・人員不足 

48.1%

42.6%

38.9%

38.9%

38.9%

27.8%

18.5%

16.7%

13.0%

7.4%

35.2%

5.6%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

事業者（企業）

小学校

地域住民

ＮＰＯ

行政（市町村・県）

大学

中学校

幼稚園・保育所・認定こども園

高等学校

特別支援学校

その他

連携・協働しなかった

実施しなかった

R4(n=54)



 

問４（３） 上記以外の場合、どのような主体と連携・協働しましたか。【○は複数可】 

   （上記以外の例）地域の清掃活動、地域づくりのネットワーク形成、イベン

ト開催、ＡＥＬネット環境学習スタンプラリーに参加 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・アウトドアタレント 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・人員不足 

・開催のノウハウが無いため 

 

72.2%

63.0%

31.5%

18.5%

14.8%

11.1%

11.1%

9.3%

5.6%

0.0%

14.8%

0.0%

9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行政（市町村・県）

地域住民

事業者（企業）

ＮＰＯ

大学

小学校

高等学校

中学校

幼稚園・保育所・認定こども園

特別支援学校

その他

連携・協働しなかった

実施しなかった

R4(n=54)
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過去との比較 

どのような主体と連携・協働して環境学習を実施しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.3%

74.1%

55.6%

46.3%

40.7%

29.6%

24.1%

20.4%

20.4%

7.4%

42.6%

5.6%

9.3%

20.4%

55.6%

35.2%

68.5%

37.0%

24.1%

31.5%

29.6%

11.1%

16.7%

11.1%

22.2%

44.4%

18.5%

48.1%

14.8%

11.1%

3.7%

3.7%

16.7%

25.9%

18.5%

37.0%

22.2%

44.4%

9.3%

9.3%

0.0%

1.9%

1.9%

27.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

行政（市町村・県）

地域住民

事業者（企業）

小学校

ＮＰＯ

大学

中学校

幼稚園・保育所・認定こども園

高等学校

特別支援学校

その他

連携・協働しなかった

実施しなかった

R4(n=54)

H28(n=54)

H27(n=54)

H26(n=54)

・設問の主旨を踏まえ、問４（２）、（３）を併せて集計した結果と、平成 26～28 年度の

結果を比較したもの。 

 



 

問５ ＮＰＯや事業者、学校等が実施している環境学習の内容について、どのような

支援をしましたか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・調査道具の貸出、資材の提供 

・活動場所や他団体との協働のコーディネート 

・大学生地域貢献事業団体と連携し、食品ロス削減への取組を支援 

・職員によるお手伝い 

 

<実施しなかった理由>（抜粋） 

・支援できる体制が整ってないため、時間、人員不足 

・支援・連携の申出が特になかったため。 

・実施している環境学習を把握していないため。 

46.3%

42.6%

22.2%

20.4%

16.7%

14.8%

46.3%

35.2%

27.8%

25.9%

9.3%

18.5%

37.0%

29.6%

22.2%

20.4%

11.1%

35.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各主体のイベント・講座開催情報

などの広報を支援する

講師として市町村職員や

専門家を紹介する

活動費の一部を補助する

公民館や公共の学習施設

の利用の便宜を図る

その他

実施しなかった

R4(n=54)

H28(n=54)

H25(n=54)
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問６ 今後、地域の多様な主体による地域特性を踏まえた環境学習等の取組を進める

ために、重要だと考えることは何ですか。【○は２つ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<その他>（抜粋） 

・人材、予算 

・新たな人材の発掘、育成 

66.7%

66.7%

24.1%

13.0%

0.0%

5.6%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境学習の機会・場を提供する

地域の多様な主体との

連携・協働を進める

環境学習を実施している

各主体に支援を行う

貴市町村の環境施策の情報提供をする

環境活動認定・表彰制度の充実

その他

特にない

R4(n=54)



 

問７ 今後、地域の多様な主体による地域特性を踏まえた環境学習等の取組を進める

うえで、妨げとなっていることは何ですか。【○は複数可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 地球温暖化対策を始めとする様々な環境対策を進めるため、貴市町村において

実施している環境学習等で、力を入れている取組、紹介したい事例がありました

ら、御記入ください。（自由記載） 

 

  １５事例 

 

  

<その他>（抜粋） 

・公園や河川などの施設管理者との調整 

・「地域の多様な主体」がない 

81.5%

51.9%

46.3%

14.8%

13.0%

7.4%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境学習等の業務に従事する

時間・人員の余裕がない

予算がない

連携・協働する主体が高齢化により

人材不足になっている

連携・協働する相手がみつからない

環境学習等の進め方が分からない

その他

特にない

R4(n=54)

26 

問９ 地域の多様な主体による地域特性を踏まえた環境学習等の取組を進めるため

に、別添調査票１、２についても御回答ください。 

調査票１：市町村と地域団体（自治会、コミュニティ、老人クラブ、子ども

会）が連携・協働して行った環境保全活動や環境学習 

調査票２：地域団体（自治会、コミュニティ、老人クラブ、子ども会）が行

った環境保全活動や環境学習 

 

 

調査票１ 市町村と地域団体が連携・協働して行った環境保全活動や環境学習 

・連携・協働している環境学習の分類と事例数の上位８市町村  

環境に

関する

イベン

ト・講

演※ 

環境学

習講

座・講

習会 

環境美

化活動 

環境保

全活動 

自然観

察会な

どの体

験学習 

水質や

生態系

などの

調査活

動 

その他 計 

回答数 9 24 20 12 33 7 21 126 

回答数のうち、事例数が上位８市町村 

岡崎市 

 

3 5 

   

20 28 

日進市 1 7 

  

8 1 

 

17 

田原市 3 1 

  

10 

  

14 

春日井市 

  

2 2 2 3 

 

9 

半田市  1   5   6 

碧南市 1  3  2   6 

西尾市    6    6 

北名古屋市  6      6 

※主催ではなくブース出展やパネル展示含む 

 

 

  



 

調査票２ 地域団体が行った環境保全活動や環境学習 

・実施した環境学習の分類と事例数の上位５市町村  

環境に

関する

イベン

ト・講

演※ 

環境

学習

講

座・

講習

会 

環境

美化

活動 

環境

保全

活動 

施設

見学

を用

いた

環境

学習 

自然

観察

会な

どの

体験

学習 

水質

や生

態系

など

の調

査活

動 

その

他 
計 

回答数 3 1 40 47 1 9 2 1 104 

回件数のうち、事例数が上位５市町村 

知立市 

  

1 34 

    

35 

西尾市 

  

28 

     

28 

日進市 2 1 1 2 

 

3 

  

9 

半田市 

   

1 

 

4 1 

 

6 

犬山市 

  

3 3 

    

6 

※主催ではなくブース出展やパネル展示含む 
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参考 環境学習に関する計画の策定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

2

50

4

1

8

39

2

2

2

14

7

29

0 10 20 30 40 50 60

法に基づく計画を策定、

又は策定途中である

法に基づく計画の策定を検討している

法に基づかない計画を策定、

又は策定途中である

法に基づかない計画の策定を

検討している

計画を策定しておらず、

策定する予定もない

策定していない

未回答

R4（出典：環境省）

H28

H25

<法に基づく行動計画> 

・なごや環境学習プラン（名古屋市、H28.3） 

・第２次岡崎市環境基本計画（岡崎市、R3.3） 

・岡崎市環境教育推進計画（岡崎市、H26.3） 

 

<法に基づかない行動計画> 

・第２次豊橋市環境基本計画（豊橋市、H28.3） 

・豊橋市環境学習等実行計画（豊橋市、H25.1） 

・豊橋市環境基本条例（豊橋市、H8.4） 

・豊橋市地球温暖化対策地域推進計画（豊橋市、H28.3） 

・第２次一宮市環境基本計画（一宮市、H26.3） 

※名古屋市、岡崎市には法に基づかない行動計画もあるが、法に基づく行動計画

を優先して計上している。 


